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＜連絡事項＞

・麻薬の取り扱いについて～麻薬管理手順がBユニットにあるので、各自、目を通して

　　　　　　　　　　　　　下さい。まだ確認事項もあり、変更点が出てくる可能性が

　　　　　　　　　　　　　ありますが、その際は、都度報告します。

　　　　　　　　　　　　　　

＜患者様連絡事項＞

・林崎　なみ様～排便-3日の為、センナリド2T処方となる。

・小林　きよ様～14：00自宅へ退院となる。

・船田　泰子様～排便-4日の為、便秘時の継続指示あり。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。大声で命令口調での私物要求断続的に続いている。妄想発言はない。精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・袴田　将志様～身体拘束中。声掛けには反応あるが発語はない。簡単な指示動作は行うことできている。拘束部位の循環障害はない。排便－7日目であるが田名部Drより経過観察の指示あり。早期に処遇改善を図れるよう、看護介入していく。
＜要注目患者様＞

・聖前　偉三郎様～体温36.8℃～37.3℃、酸素飽和濃度96％で経過。点滴トラブルはなく、

　　　　　　　　　ルート弄りなし。飲水要求頻回だが対応できないことには納得する。

・池野　功一様～酸素2L流入中。体温37.4℃～37.2℃、酸素飽和濃度99％だがマスク外し頻回にあり、80％台へ低下することみられ介入。介入への拒否・独語聞かれている。身体状態の観察を行っていく。

・船田　泰子様～下肢の疼痛を訴え服薬希望聞かれているが切迫感はなく、話をしている

　　　　　　　　中で服薬せずに過ごす事が出来ている。午後より疼痛の訴えなく自室で

過ごす。

＜措置入院患者様＞

・吉島　知寿子様～気分高揚みられ、他者と高笑いしながら交流みられている。易怒性、興奮はない。

・三浦　久司様～訴え聞かれず、喫煙以外は自室で臥床している。他者交流もみられない。

・藤井　崇史様～他者への威嚇等なく、妄想発言なく経過。他者トラブルもなし。

